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～ あなたの声をお聞かせください ～ 

地域福祉に関する市民意識調査のご協力のお願い 

 

日ごろより市政及び社会福祉協議会の運営にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申

し上げます。 

さて、鶴ヶ島市及び鶴ヶ島市社会福祉協議会では、安心して暮らせる地域づくりのため

に、「第４次鶴ヶ島市地域福祉計画・鶴ヶ島市社会福祉協議会地域福祉活動計画」を策定

します。 

この計画の策定に当たり、市民の皆様の地域福祉に関する考えやご意見をお寄せいた

だき、計画策定の資料にさせていただくためのアンケートを実施いたします。 

つきましては、今後の地域福祉を発展させるため、ご協力くださいますようお願いいた

します。 

なお、この調査は無記名で回答していただくものであり、結果は統計的に処理いたしま

すので、個人が特定されることはありません。したがいまして個人の秘密が漏れたり、他

の用途に使われたりするなど、ご回答をいただいた方にご迷惑をおかけすることは、一切

ございません。 

令和７年１０月 

鶴 ヶ 島 市 長      齊 藤 芳 久 

鶴ヶ島市社会福祉協議会会長  金泉  婦貴子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 調査票 

～ご回答に当たって～ 

１ この調査は、令和７年９月１日現在において、１５歳以上の市民の方から２，０００人の方々

を無作為に抽出し、ご送付しています。 

２ ご回答は、お送りしたあて名のご本人にてお願いいたします。何らかの事情により、ご本人が 

記入できない場合は、ご本人の意思を反映してご家族の方などがご記入くださいますよう、お願い 

いたします。 

３ 回答期限は、令和７年１１月１１日（火）までです。 

４ 回答方法として、①または②どちらかでご回答ください。 

①インターネットによる回答 

【URL】 

https://smilesurvey.co/s/200f5d7b/o 

 

 

※回答方法については、別紙１のとおりです。 

②紙の調査票（コピー可）による回答 

ご記入いただいた調査票を同封の封筒に入れて、郵便ポストに投函してください。 

（返信用封筒にお名前等の記入は必要ありません。また、切手は不要です。） 

５ この調査についてご不明な点は、下記までお問い合わせください。 

【問い合わせ】 

鶴ヶ島市 福祉部 福祉政策課    電話 049-271-1111（内線 287）FAX 049-271-1190 

鶴ヶ島市社会福祉協議会      電話 049-271-6011（内線 614）FAX 049-287-0557 

あなたのＩＤ 

回答用二次元コード 

サンプル IDrpijp 

https://smilesurvey.co/s/200f5d7b/o
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１．ご回答いただくあなたのことについておたずねします。 

 

（１） あなたの性別は？ 

（１つ選んで☑をつけて 

ください） 

□ 男性 □ 女性 □ その他 □ 無回答 

（２） 年齢は、おいくつ 

ですか？ 
        歳 

（３） 同居されている方は、

あなたを含めて何人で

すか？ 

        人 

（４） あなたのお住いの地域

はどちらですか？ 

（１つ選んで☑をつけて

ください） 

□ 脚折 

□ 下新田 

□ 上新田 

□ 三ツ木新町 

□ 上広谷 

□ 鶴ヶ丘 

□ 脚折町 

□ 羽折町 

□ 町屋 

□ 三ツ木新田 

□ 若葉 

□ 松ヶ丘 

□ 共栄町 

□ 中新田 

□ 柳戸町 

□ 太田ヶ谷 

□ 五味ヶ谷 

□ 南町 

□ 高倉 

□ 新町 

□ 三ツ木 

□ 藤金 

□ 富士見 

 

（５） 鶴ヶ島市に住まわれ

て、どのくらいですか？ 

鶴ヶ島市に住まわれている年数：        年 

 

（もしくは         年（西暦）から住んでいる） 

（６） あなたの就労状況は、

どれですか？ 

（最も近いものを１つ選

んで☑をつけてくださ

い） 

□ 就労している 【６－１へ】 

□ 就労していない 

□ 学生 

※学生はアルバイトをしていても、学生としてください。 

 

【６－１】「就労している」を選択した方に伺います。 

雇用・就労形態は、どれですか。 

□ フルタイム（正規） 

□ フルタイム（非正規） 

□ パートタイム 

□ 自営・経営 
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２．あなたと地域のことについておたずねします。 

 

問１-１  あなたは、住民同士の支え合いについて必要と考えますか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ 必要 【問１-２、１-３へ】 

□ わからない 

□ 必要ない 

 

 

【問１-１で「必要」を選択した方に伺います】 

問１-２  あなたは、住民同士の支え合いができる「地域の範囲」はどれく

らいだと考えますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ となり近所 

□ 小学校区程度 

□ 市全体の区域 

□ 町内会・自治会の区域 

□ 中学校区程度 

□ その他（    ） 

 

【問１-１で「必要」を選択した方に伺います】 

問１-３  住民同士がともに支え合う地域づくりを進めるために、どのよう

なことを行う必要があると思いますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 地域の人々が知り合い、触れ合う機会を増やすこと 

□ 同じ立場にある人同士が力をあわせること 

□ 支え合う地域づくりに関する情報の提供や意識啓発をすること 

□ 地域の自治会等の活動やボランティア活動への参加をうながすこと 

□ 地域で活動するさまざまな団体相互の交流を進めること 

□ その他（          ） 

□ 特段行うべき必要なことはない 

□ わからない 
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問２  あなたの現在のご近所の方とのつながりに最も近いのはどれですか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ お互いの家に行き来したり、相談したり、親しく付き合っている 

□ ときどき世間話や立ち話をする 

□ 会えばあいさつをする 

□ 顔を知っているが、声をかけることはない 【問２-１へ】 

□ ほとんど付き合いがない 【問２-１へ】 

□ その他（          ） 

 

【問２で「顔を知っているが、声をかけることはない」または「ほ

とんど付き合いがない」を選択した方に伺います】 

問２-１  近所の方とのつながりが少ない理由をご回答ください。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ プライベートな時間を大切にしたい 

□ となり近所との関わりはわずらわしい 

□ 人と一定の距離を保ちたい 

□ 近所付き合いをする時間的余裕がない 

□ 近所付き合いにメリットを感じない 

□ 年代によって考え方が異なる人とは一定の距離を保ちたい 

□ 身近に近所付き合いにおけるトラブルがある 

□ 近所付き合いをしても良いと思える人がいない 

□ 近所との付き合いを持ちたいができていない 

□ その他（          ） 

 

問３  あなたが住んでいる地域は、住みやすいですか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ とても住みやすい 

□ どちらともいえない 

□ とても住みにくい 【問３-１へ】 

□ やや住みやすい 

□ やや住みにくい 【問３-１へ】 

□ わからない 
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【問３で「やや住みにくい」または「とても住みにくい」を選択し

た方に伺います】 

問３-１  その理由をご回答ください。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 買い物が不便である 

□ 通勤・通学に不便である 

□ 教育環境が悪い 

□ 自然環境が悪い 

□ 家賃・地価が高い 

□ 医療機関の利用が不便である 

□ 子育てがしにくい 

□ 治安が悪い 

□ 近所つきあいが希薄である 

□ その他（    ） 

 

問４  あなたにとって、まちの自慢や良さは何ですか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 緑が多く、自然が豊か 

□ 治安がよい 

□ 通勤・通学が便利 

□ 街がきれい 

□ 公共施設が整っている 

□ その他（    ） 

□ 住民がやさしい 

□ 災害が少ない 

□ 祭りやイベントが多い 

□ 水がおいしい 

□ 子育てがしやすい 

□ 特にない 
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問５  あなたがお住まいの地域で、気になっていることはありますか。 

（項目ごとに「とても気になる」～「気にならない」の中から１つ選

んで☑をつけてください） 

 
とても 

気になる 
気になる 

やや 

気になる 

気に 

ならない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ 

１.地域行事が衰退している □ □ □ □ 

２.地域活動をする人が不足している □ □ □ □ 

３.住民同士の交流がない □ □ □ □ 

４.地域で孤立している人がいる □ □ □ □ 

５.虐待や暴力を受けている人がいる □ □ □ □ 

６.防犯が心配である □ □ □ □ 

７.防災が心配である □ □ □ □ 

８.働く場所が足りない □ □ □ □ 

９.公園等が整備されていない □ □ □ □ 

10.ゴミや騒音等のマナーが低下している □ □ □ □ 

11.生活が苦しい人が増えている □ □ □ □ 

12.外国人への理解がない □ □ □ □ 

13.認知症やひきこもっている人がいる □ □ □ □ 

14.民生委員・児童委員がいない □ □ □ □ 

15.その他 

□ □ □ □ 
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問５-１  問５のうち、特に気になることを具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６  あなたは現在、地域でどのような活動に参加していますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 自治会 

□ 民生委員・児童委員 

□ 女性会 

□ 高齢者・障害者の見守りや手助けなどの福祉活動 

□ 老人クラブ 

□ 健康づくりに関する活動 

□ 祭りや盆踊り、運動会等のイベント 

□ その他（    ） 

□ 地域支え合い協議会 

□ 子育て、ＰＴＡ、学校、青少年健全育成 

□ 趣味・サークル活動 

□ ボランティア・NPO活動 

□ 消防団 

□ 防災、防犯、交通安全に関する活動 

□ 公園などの清掃、環境美化・環境保護 

□ 参加していない 

 

【問６で「自治会」～「その他」を選択した方に伺います】 

問６-１  活動に参加したきっかけは何ですか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 自分に必要だった 

□ 人の役に立ちたいから 

□ 付き合いがあるから 

□ 友人をつくりたかったから 

□ 余暇を有効に活用したいから 

□ 何となく 

□ 誘われたから 

□ 地域の役に立ちたいから 

□ 楽しそうだから 

□ 趣味や特技を生かしたいから 

□ 人に頼まれたから 

□ その他（    ） 
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【問６で「自治会」～「その他」を選択した方に伺います】 

問６-２  活動に参加していた際に感じた課題はありますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 専門的な研修を受ける機会がない 

□ リーダーが育たない・役員が固定化している 

□ 新たなメンバーが加入しない 

□ メンバー間の意思疎通が思わしくない 

□ メンバーがすぐ辞めてしまう 

□ 財政面で苦しくなってきている 

□ 活動していても地域の理解がなかなか得られない 

□ 効果的なＰＲ方策がない 

□ 行政の理解が得られない 

□ その他（         ） 

 

【問６で「参加していない」を選択した方に伺います】 

問６-３  活動に参加していない理由をご回答ください。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 忙しくて参加する時間がない 

□ 活動に関心がない 

□ 参加する必要性を感じない 

□ 活動に関する情報が入手できていない 

□ 参加方法がわからない 

□ 知り合いがいないため参加しにくい 

□ 人間関係のトラブルや負担を避けたい 

□ 健康上の理由で参加が難しい 

□ 移動手段がなく参加しづらい 

□ 何となく 

□ その他（         ） 
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問７  あなたは、どのようなことがあれば地域活動に参加しやすくなります

か。（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 活動内容に関する情報の充実 

□ 知り合いがいること 

□ 参加のための講座（学びの場） 

□ ボランティア保険等の費用助成 

□ 活動内容によっては、多少の手当てがもらえる 

□ 特に思いつかない 

□ 活動を知る機会や場 

□ 交通費等の費用負担 

□ 学校教育における福祉教育の推進 

□ 時間や労力を必要としない募金等 

□ その他（    ） 

□ 参加したくない 

 

 

３．あなたの普段の暮らしなどについておたずねします。 

 

問８  あなたが、日常生活で大変さを感じることはどれですか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 通院 

□ 子育て 

□ 買い物 

□ 近所付き合い 

□ 感染症 

□ 特にない 

□ 仕事 

□ 家事 

□ 教育 

□ 周囲からの孤立 

□ 外出（移動） 

 

□ 家計のやりくり 

□ 介護 

□ 家族関係 

□ 住まい 

□ その他 

（      ） 

 

問９  あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ 決してない 

□ たまにある 

□ しばしばある・常にある 

□ ほとんどない 

□ 時々ある 
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問１０  あなたが、将来に向けて不安に思うことはどれですか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 健康 

□ 子育て 

□ 介護 

□ 詐欺 

□ 感染症 

 

□ 仕事 

□ 教育 

□ 孤独死 

□ 住まい 

□ その他 

（      ） 

□ 生活費 

□ 認知症 

□ 防災 

□ 防犯 

□ 特にない 

 

 

問１１  地域にどのような支援や仕組みがあれば、将来に向けて安心して生

活できると思いますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 見守りや安否確認の声かけ 

□ 買い物の援助 

□ お弁当の配食 

□ 短時間の子どもの預かり 

□ 悩み事の相談相手 

□ 特にない 

□ 話し相手 

□ 家事の援助等 

□ 通院などの外出の援助 

□ 災害時の援助 

□ その他（    ） 
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問１２  あなたは、地域や福祉の情報をどのように得ていますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 市や社会福祉協議会が発行する広報 

□ 地域の掲示板や自治会の回覧板 

□ 新聞の折り込みチラシ 

□ 市のメールマガジン 

□ ＬＩＮＥ 

□ Ｘ（旧ツイッター） 

□ TikTok 

□ 友人、近所、親戚などからの口
くち

コミ 

□ その他（    ） 

□ 公的機関（あるいは相談機関）の窓口 

□ 新聞、雑誌、テレビ、ラジオ 

□ 市のホームページ 

□ 公式アプリ「つるポッケ」 

□ フェイスブック 

□ インスタグラム 

□ ＡＩチャット 

□ 直接訪問を受けている 

□ 情報を得られていない 

 

問１３  あなたは、次の福祉に関する相談支援機関を知っていますか。 

（項目ごとに「よく知っている」～「知らない」の中から１つ選んで

☑をつけてください） 

 
よく知って

いる 

少し知って

いる 

名前を知って

いる程度 
知らない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ 

１.社会福祉協議会 □ □ □ □ 

２.地域包括支援センター □ □ □ □ 

３.生活サポートセンター □ □ □ □ 

 ・生活困窮者自立相談支援センター □ □ □ □ 

 ・障害者基幹相談支援センター □ □ □ □ 

４.こども家庭センター □ □ □ □ 

５.児童・家庭総合相談窓口 □ □ □ □ 
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問１４  あなたは、普段、悩み事や困りごとを誰（どこ）に相談しますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 身内（家族・親族） 

□ 民生委員・児童委員 

□ 福祉に関する相談支援機関 

□ 地域支え合い協議会 

□ ＡＩチャット 

 

□ 友人 

□ 職場の人 

□ 市役所 

□ ＳＮＳ上で知り合った人 

□ その他 

（      ） 

□ 近所や自治会の人 

□ 医師や看護師 

□ 社会福祉協議会 

□ インターネット掲示板 

□ 相談する相手はいない 

 

 

問１５  あなたは、社会福祉協議会の事業内容について知っていますか。 

（１つ選んで☑をつけてください） 

□ 事業を利用したり、活動に参加したりしたことがある 

□ 事業を利用したり、活動に参加したりしたことはないが、事業内容を知っている 

□ 聞いたことがあるが、事業内容はよく知らない 

□ 知らない 

 

 

４．災害時の対応についておたずねします。 

 

問１６  地震や火災等の災害時に住民同士が協力し合えるためには、日頃か

らどのような準備を行うことが必要だと思いますか。 

（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

□ 災害時に自力で避難することが困難な人の支援計画を地域のみんなで考える 

□ 地域での自主防災組織づくり 

□ 地域での定期的な防災訓練 

□ 地域での勉強会 

□ 福祉サービス事業者や行政との連携 

□ その他（         ） 

□ 特にない 
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５．市の取組についておたずねします。 

 

問１７  地域共生社会を実現するために、あなたが重要と考える取り組みは

どれですか。（該当するものに☑をつけてください。複数回答可） 

※地域共生社会とは、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割

を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる社会のことをいいます。 

□ 隣近所など、周囲の理解と協力による見守りなどを支援する 

□ ＮＰＯ法人やボランティア団体などの活動を活発に行う 

□ 身近なところに気軽に集まり、交流できる場を創造する 

□ 健康や福祉についての情報提供を充実させる 

□ 住民がお互いに支え合い助け合えるまちづくりをすすめる（住民同士や行政と

の協力等） 

□ 健康づくりや生きがいづくりがさかんなまちづくりをすすめる 

□ 既存の制度だけでは解決が困難な問題に対応できる仕組みをつくる 

□ 高齢者、障害者、子ども・子育てなどの分野を問わず利用できるサービスを充実

する 

□ 高齢者、障害者、子ども・子育てなどの分野を問わず地域のあらゆる相談を受け

止める体制を充実する 

□ 手当てなど金銭的な援助を充実する 

□ 公共交通を使いやすいものにする 

□ バリアフリー化の必要性や高齢者、障害者への理解を深めることができるよう

に、こころのバリアフリー化をすすめる 

□ 歩道や公共施設などのバリアフリー化をすすめる 

□ その他（          ） 
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問１８  地域福祉に関する市の施策について、満足度をお答えください。 

（施策ごとに「満足」～「わからない」の中から１つ選んで☑をつけ

てください） 

 満足 やや満足 
どちらとも 

いえない 
やや不満 不満 わからない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ □ □ 

重点施策 

① 複雑化・複合化した課題の解決に
向けた支援 

□ □ □ □ □ □ 

人と人がつながる地域づくり 

② 誰もが役割を持ち、支え合いなが
ら、自分らしく活躍できる地域づ
くり 

□ □ □ □ □ □ 

③ 多世代が気軽に交流でき、相談で
きる居場所や拠点づくり 

□ □ □ □ □ □ 

④ わかりやすい情報発信と市民同
士のつながりづくり 

□ □ □ □ □ □ 

地域生活課題を受けとめ支え合う仕組みづくり 

⑤ 見守りや手助けし合える輪がで
きる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑥ 地域で相談し合える仕組みづく
り 

□ □ □ □ □ □ 

⑦ 多様な活動主体が連携・協働し、
地域生活課題を把握できる仕組
みづくり 

□ □ □ □ □ □ 

安心して暮らせるまちの地域包括支援体制づくり 

⑧ 相談しやすく、適切な支援を受け
ることができる庁内の横断的な
支援体制づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑨ お互いに得意不得意、事情や文化
の違いを理解し合い、支え合うこ
とができる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑩ 災害時においても、迅速に対応で
き、支え合える地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 
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問１９  今後、地域福祉の推進に向けて、市が実施する各施策について、あ

なたが考える重要度をお答えください。 

（施策ごとに「重要」～「わからない」の中から１つ選んで☑をつけ

てください） 

 重要 やや重要 
どちらとも 

いえない 

あまり重要

ではない 

重要では

ない 
わからない 

※記入例 ⇒ □ □ □ □ □ □ 

重点施策 

① 複雑化・複合化した課題の解決に
向けた支援 

□ □ □ □ □ □ 

人と人がつながる地域づくり 

② 誰もが役割を持ち、支え合いなが
ら、自分らしく活躍できる地域づ
くり 

□ □ □ □ □ □ 

③ 多世代が気軽に交流でき、相談で
きる居場所や拠点づくり 

□ □ □ □ □ □ 

④ わかりやすい情報発信と市民同
士のつながりづくり 

□ □ □ □ □ □ 

地域生活課題を受けとめ支え合う仕組みづくり 

⑤ 見守りや手助けし合える輪がで
きる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑥ 地域で相談し合える仕組みづく
り 

□ □ □ □ □ □ 

⑦ 多様な活動主体が連携・協働し、
地域生活課題を把握できる仕組
みづくり 

□ □ □ □ □ □ 

安心して暮らせるまちの地域包括支援体制づくり 

⑧ 相談しやすく、適切な支援を受け
ることができる庁内の横断的な
支援体制づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑨ お互いに得意不得意、事情や文化
の違いを理解し合い、支え合うこ
とができる地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 

⑩ 災害時においても、迅速に対応で
き、支え合える地域づくり 

□ □ □ □ □ □ 
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問２０  誰もが地域で幸せに暮らせるために、こんなことができたらという

アイデアがございましたら、ご自由にお書きください。 

 

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

 

 

◇質問は以上です◇ 

 ご協力、誠にありがとうございました。 
 


